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第８２表　令和３年度消防学校教育訓練の状況

１　消防職員に対する教育

(1) 初　任　教　育

　　

172 日 日 32 名 11 消防本部

(2) 専　科　教　育

　現任の消防職員に対し、次のとおり、それぞれ特定分野に関する専門的教育訓練を実施した。

イ　救　 助　 科

ロ　警　 防 　科

　　

ハ 特殊災害科

　　　　　　　

ニ 予防査察科

ホ 救　 急　 科

　　　　　　　

                                                                        

15 日 10 日 28 名 13 消防本部

5 日 日 27 名 13 消防本部

12 日 10 日 27 名 13 消防本部

57 日 日 28 名 11 消防本部

日 110 名計 60

教 育 訓 練 期 間 実施日数 人 員 備 考

警 防 科

5

教　育　種　別

救 急 科

R3.10.27～R3.11.10

特殊災害科 R3.11.29～R3.12. 3

R3. 4.12～R3. 9.30 115

救助隊員の養成課程として、専門的で高度な技能及び技術を備え、これらを活用した応用力を

　習得させた。

建築物の高層化、深層化に伴う火災実戦訓練を行うとともに、複雑化、専門化する火災対応の

　高度な知識、技術を習得させた。

　新たに採用された消防職員に対し、公務員としての自覚を高めさせることを主眼におき、職務の遂

行に必要な基礎的知識と技能の習得や厳正な規律と旺盛な士気及び体力の練磨を測り、消防人と

しての資質を養った。

初 任 教 育 実 施 状 況

教　育　訓　練　期　間 実 施 日 数 人 員 備 考

R4. 1.14～R3. 3.11 35

消防活動に困難を伴う特殊な災害現場において、隊員の安全管理に配慮しつつ、適切・効果的

予防担当職員に査察要領、防火管理、消防用設備及び違反処理等の知識・技術を習得させた。

救急隊員の資格取得を目的とし、範囲が拡大された応急処置が実施できるよう専門的な知識及

　び技術を習得させた。

火災調査科 R3.12. 6～R3.12.17

　な消防戦術を指揮できる知識を習得させた。

専 科 教 育 実 施 状 況
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(3) 幹　部　教　育

上級幹部科

5 日 日 25 名 12 消防本部

(４) 特　別　教　育

通信指令課程

16 日 日 21 名 10 消防本部

日 名

２　消防団員に対する教育訓練

(1) 基　礎　教　育

　　 消防団員として、火災等の消防活動が十分に行えるよう知識及び技術を習得させた。

2 日 2 日 17 名 4 消防団

(2) 幹　部　教　育

イ　幹部科　

消防団幹部を対象に、部下団員の指導、指揮に必要な知識、技術を習得させた。

ロ　現場指揮課程

現場指揮者として、消防活動、避難誘導及び情報収集・伝達等が十分に行えるよう知識及び

　技術を習得させた。

2 日 2 日 16 名 6 消防団

2 日 2 日 15 名 6 消防団

4 日 31 名

実施日数

R3.10. 2～R3.10. 3
礼式訓練、応急手当、火災防
ぎょ実務訓練、放水訓練

教　育　訓　練　期　間

R3.11.20～R3.11.21
指揮要領、現場活動応用訓
練、水災活動訓練、避難誘導
訓練、救助訓練

計

R3.11. 6～R3.11. 7
消防活動、訓練礼式、応急手
当、火災防ぎょ実務訓練、放水
訓練

人 員 実  施  科  目

教　育　訓　練　期　間 実施日数 人 員 実  施  科  目 備 考

備 考

水難救助課程 R3.10. 5～R3.10.20 12

消防職員に対する教育訓練を実施した日数、人員の合計

消 防 職 員 合 計
実  施  日  数 人 員 備 考

192 188

初級幹部科 R3.11.15～R3.11.19 5

通信指令員に対し、通報者からの正確な情報収集、分析能力の向上と活動隊に対する適切な情報提

特 別 教 育 実 施 状 況

教  育  種  別 教 育 訓 練 期 間 実施日数 人 員 備 考

上級幹部にふさわしい業務管理、人事管理、危機管理に必要な知識を備え、かつ、職務遂行に必要

　な判断力を有し、組織全体を円滑に管理運営できるよう知識を習得させた。

幹 部 教 育 訓 練 実 施 状 況

教  育  種  別 教 育 訓 練 期 間 実施日数 人 員 備 考

　供、通報者に対する口頭指導等の知識・技術を習得させた。
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(3) 専　科　教　育

機　関　科

機関担当団員を対象に、火災現場に安定した送水ができるよう必要な知識及び技術を習得させた。

2 日 2 日 24 名 5 消防団

(4) 特　別　教　育

非常備３町村新入団員研修

非常備町村（勝浦町・上勝町・佐那河内村）の要請により、新入団員を対象に、災害現場に

　おける安全管理、火災防ぎょに必要な基礎的知識を習得させた。

1 日 日 28 名

1 日 日 28 名

日 名
消 防 団 員 合 計

実  施  日  数 人 員 備 考

9 100

消防団員に対する教育訓練を実施した日数、人員の合計

実施科目

教　育　訓　練　期　間 実施日数 人 員 実  施  科  目 備 考

R3.10.16～R3.10.17
消防活動、訓練礼式、応急手
当、火災防ぎょ実務訓練、放水
訓練

1計

非常備3町村新入団員研修
安全管理、火災防ぎょ、
訓練礼式、消防活動
基本訓練

人員実施日数

1R3.5.23

教育訓練期間教育種別
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第８３表　令和３年度消防大学校への入校状況

学 科 ・ コ ー ス 名 派 遣 団 体 名 人員（名）

幹 部 科 徳 島 県 消 防 学 校 1

上 級 幹 部 科

救 助 科 徳 島 県 消 防 学 校 1

予 防 科

火 災 調 査 科

現 任 教 官 科 徳 島 県 消 防 学 校 1

実

務

講

習

航 空 隊 長 コ ー ス

専

科

教

育

総

合

教

育
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